
 

第 1723 回（ ４月４･５・６日）例会報告 
 平成 22 年４月４日(日)～６日(火)、韓国（歴史と桜

の街、慶州と近代都市の釜山）に会員家族 28 名にて

行ってまいりました。 

 
会長挨拶 in 新釜山ＲＣ合同例会 4/05/2010 

こんばんわ アンニヨンハセヨ 

行田さくらロータリークラブ会長の新井啓介と申しま

す。チェイルムンアライケイスケムニダ 

本日、新釜山ロータリークラブの皆様と合同例会がで

きることは、記念すべきことであり感謝申し上げます。

昨年 11 月２日、6名のメンバーでメイクアップに訪問

した時は、大変お世話になりました。その時の有意義

な交流が、この度の合同例会の交流になりました。私

たちのクラブのある街、行田市は、首都東京から電車

で北へ1時間位の処で、人口およそ9万人程の町です。

そして、クラブ名にもなっているさくら、行田さくら

ＲＣは創立以来、地域の桜植樹や、さくらを通じた交

流を行ない、毎年観桜旅行をしています。今年は韓国、

慶州の桜を観る為に来ました。しかし桜の開花は、ま

だでしたが、ここ釜山の桜が満開で、また新釜山ＲＣ

皆様の歓迎が観桜以上の幸せです。 

 

 

ありがとうございます。今回の訪問メンバーを紹介さ

せて頂きます。 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 



 
 

 
 

 

 

 
新井年度 観桜旅行 

親睦・家族委員長 
田中利幸 

去る４月４日～６日まで、新井年度観桜旅行に行田

さくらロータリークラブ会員及びその家族、総勢２８

名で、韓国・慶州・釜山３日間の旅に行って参りまし

た。期間中は、天候にも恵まれ、体調を崩す方もなく

無事に終了した事をまずご報告致します。 
 初日、２日目午前中の慶州は、韓国で最も早く世界

遺産に登録されており、さすが千年の歴史ある新羅王

朝の都でした。 なだらかな丘陵の土地は、いまだに

日本の奈良と並び称されるだけある歴史と伝統の佇ま

いに溢れておりました。初日の夜には、名物の骨付き

カルビの焼肉を堪能いたしました。 
 ２日目は、韓国最大級の寺、仏国寺の壮大さの記憶

と共に、近代都市の代表、韓国第２の都市 釜山に移り

港と桜を充分に愛でた後、今回のメインの行事でもあ

ります新釜山ロータリークラブとの合同例会に望みま

した。日本語の週報や名札も準備していただき、終始

歓待していただきました。又、希望者を中心に２次会

も盛り上がり、大変充実した交流となりました。 
 最終日は、釜山のアメ横と呼ばれている「アリラン

通り」を見学し、終始参加者相互の親睦を深めつつ行

田に帰って参りました。 
私以上に準備、手配をしていただきました、新井会長、

島崎幹事、また親睦委員の倉持、前澤会員、強力なサ

ポートをしていただいた点、そして、私の至らぬ点や

足りない言葉を笑いと寛容なお心で楽しい思い出にし

ていただきました、ご参加会員及びそのご家族、田口

事務局には最後に感謝の言葉でご報告を終了させてい

ただきます。 
本当にありがとうございました。 


